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今や日本の健康寿命は世界のトップレベルであり、人生１００年時代と言われています。
100年という長い期間を生き抜くため、シニアが主役となり社会貢献活動を通じて、健康で
より豊かに生きるためのヒントを学びましょう!!

期 日 時 間 会 場 定 員

令和７年
１月１５日（水）

１３時３０分～１５時３０分
文化会館（中央公民館）

講義室
３０名

フォローアップ講座のご案内 ※申込詳細等は裏面に
あります。1/15

（水） テーマ：「人生100年時代を健康に生きる」
～地域の助け合いの力を増やし、豊かに生きるための社会貢献活動にヒントを得る～

【講師】聖徳大学 心理・福祉学部社会福祉学科 教授 川口 一美 氏

テーマ：「認知症ケアと生活支援技術を学ぶ」
～介護を必要とする方への日常生活をお手伝いする技術や理論について～

【講師】聖徳大学 心理・福祉学部社会福祉学科 教授 池田 静香 氏

期 日 時 間 会 場 定 員

令和７年
２月６日（木）

１３時３０分～１５時３０分
おおたかの森センター

ホール
３０名

日本の総人口に占める高齢者の割合は約３割となり、高齢化の進展とともに認知症者も
増加すると推計されています。そこで認知症への正しい理解と介護を必要とする方への
生活支援技術（移動、食事介助、排泄、衣類着脱等）と理論を学び、活動に役立てましょう。

テーマ：「介護におけるコミュニケーションの基本、
こころとからだのしくみや医療的ケアを学ぶ」

【講師】聖徳大学 心理・福祉学部社会福祉学科 准教授 石井 紀子 氏

期 日 時 間 会 場 定 員

令和７年
２月１７日（月）

１３時３０分～１５時３０分
流山市ケアセンター
第１・２研修室

３０名

２/６
（木）

２/１７
（月）

介護の現場において、施設の利用者には一人ひとり個性があり、様々な体の不調を
抱えている方がいらっしゃいます。人のこころが日々の動作でどのように感じ、体の
構造や機能がどのように動いているのか、こころとからだのしくみや日常生活に
必要な医療的ケアと介護におけるコミュニケーションの基本を学び活動の参考にしましょう。
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http://www.city.nagareyama.chiba.jp/life/1000764/1000823/1000824.html

介護支援サポーター事業の内容や流れなど「忘れちゃったな」などと感じている受入施設
の担当者さんはいらっしゃいませんか？この研修ではそのような不安を解消するため、
受入機関マニュアルのおさらいやサポーターを受け入れる際の流れや準備等を
再確認するとともに、サポーターさんと意見や情報を交換できる交流会を開催
いたします。サポーターさんも施設職員の皆さんのお話しが聞けるチャンスです。
ぜひご参加ください。

期 日 時 間 会 場 定 員

令和７年
１月２２日（水）

１３時３０分～１６時
流山市ケアセンター
第１・２研修室

４０名
・受入施設担当者     20名
・介護支援サポーター２０名

◉受付時間：１３時１０分～
◉お申込み方法：氏名（受入施設の方は施設名と職名）・住所・連絡先を

電話、FAX、メールのいずれかでボランティアセンターまで
◉お申込期間：令和６年１２月９日（月）～１２月２５日（水）
（※定員になり次第締め切らせていただきますのでご了承ください。）
◉その他：講座内容については、変更になる場合があります。

  研修会場の流山市ケアセンターについては、駐車場が少ないため
公共交通機関のご利用をお願いします。

【持ち物】吊り下げ名札・登録証・スタンプ帳・筆記用具・飲み物
※手帳が無い方は当日お渡しいたします。

交流会 テーマ：介護支援サポーター受入担当者研修及び
サポーターとの交流会

【研修内容】

｟講義｠
・介護支援サポーター
受入機関マニュアルのおさらい
・介護支援サポーター事業の流れや
サポーター受入後の事務処理等の再確認
・サポーターの受入をする前の準備や
環境整備・サポーターへのフォロー等

｟グループワーク｠
○テーマ
「受入施設の活性化と
サポーター活動の充実を図るためには」
～受入担当者とサポーターの思いを
 交換しながら、高齢者の社会参加
 活動を通じた地域社会の発展を
 目指す～

いずれも
参加者には
2スタンプ
押印します

【お問い合わせ】流山市ボランティアセンター 04-7159-4939

申込方法（各回共通）

ご参加お待ち
しております!!
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